
多様な背景を持つ学生との繋がりを大切にする
「三位一体」のキャリア教育・支援

～教員・職員・キャリアカウンセラーの連携体制～

「令和８年度全国キャリア教育・就職ガイダンス」
【日時】2026年6月23日（火）15：40～16：10

名古屋経済大学 キャリアセンター・経営学部 講師 伊藤 繁生
名古屋経済大学 キャリアセンター 副部長 坪井 啓太



発表構成

（1）はじめに
（2）名古屋経済大学（以下、本学）の特徴
（3）三位一体のキャリア教育・就職支援
（4）学習成果・教育成果の可視化
（5）今後の教育・支援のさらなる充実に向けて
（6）おわりに
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1907年（明治40年）4月 名古屋女子商業学校設置の認可を得、5月に開校
1945年（昭和20年）4月 財団法人市邨学園を組織
1965年（昭和40年）4月 市邨学園短期大学を開学
1983年（昭和58年）4月 名古屋経済大学に改称（男女共学化）

【学 部】経済学部、経営学部、法学部、人間生活科学部
【研究科】法学研究科（修士・博士）、会計学研究科（博士前期・博士後期）、

人間生活科学研究科（修士）

沿革

学部・研究科

４学部３研究科を有する地方私立文系中規模大学

（１）はじめに
本学の紹介
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学部・学科 総数 （内訳）
留学生数

（内訳）
留学生割合

経済学部 624 181 29.0%

経営学部 691 168 24.3%

法学部 487 128 26.3%

人間生活科学部
教育保育学科 164 0 0%

人間生活科学部
管理栄養学科 190 1 0.5%

総数 2,156 478 22.2%

（2026年5月1日現在）

（２）本学の特徴①
在学生の状況（多様な背景を持つ学生）

多様な背景を
持つ学生
（例）

家庭
環境

奨学金
給付・貸与

運動
特待

LGBTQ+

交換
留学

外国に
ルーツ

合理的
配慮

リスキ
リング

ギャップ
イヤー
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 キャリア教育科目の担当教員がキャリアセンターに常駐しており、普段から
キャリア教育と就職支援との接続について教職員で相談や意見交換できる環境
がある。

 １年次より各学部ゼミ制による学生指導を実施。キャリアセンターと連携し、
合同ゼミによるキャリアセンターのガイダンス等を実施している。

 民間企業の出身者、人事担当経験者、採用勉強会・企業研修の講師経験者、
警察出身者など多様なキャリアを有する教職員が所属し、幅広い分野の情報が
共有できる。

 学生が低学年次から複数回に渡りキャリアセンターに足を運ぶ機会があり、
教職員が顔を合わせて直接指導・支援ができる。

 多様な背景を持つ学生の状況を教員、職員、キャリアカウンセラー
（三位一体）で共有しながら、個々の学生の希望に沿った進路・キャリア選択を
支援している。

（２）本学の特徴②
本学キャリアセンター及びキャリア教育・支援の特徴



全
体
指
導
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援
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➡キャリア教育・支援を通して、学生がキャリアセンターの存在を
認知し、低学年次からキャリアセンターに訪問する回数を増やす。

春又は秋学期
３回以上訪問必須
キャリア教育関連

任意
見学・
個別相談

２年次

３年次

４年次

任意
個別相談

春学期
１回以上訪問必須
進路面談（就職支援）

（２）本学の特徴③
学生がキャリアセンターに訪問する仕組みづくり

１年次
全体指導
キャリア教育
（後期）

２年次
全体指導
キャリア教育
（前期）

２年次
全体指導
キャリア教育
（後期）

３年次
全体指導
キャリア教育
（前期）

２年次
全体指導
合同ゼミ
（前期1回）

２年次
全体指導
合同ゼミ
（後期１回）

*赤字は必修



学生との接点を増やす取り組み
 授業（全体）でカウンセラーが学生と顔を合わせ、キャリアセンターに訪問しやすい環境を整える。
 授業（全体）でカウンセラーが限定的に授業を補助するなど、正課教育から学生との接点を増やす。
 正課外支援においては学生担当制とし、カウンセラー全員で学生（個）の就職・キャリア支援を行う。
 「点」の教育・支援で終わりにせず、次の支援につなげる「線」での支援体制を構築する。 7

キャリア
カウンセラ－

三位一体の

キャリア
教育・支援

キャリア
教育担当教員

連
携

連
携

連
携

（２）本学の特徴④
三位一体のキャリア教育・支援の体系図（点から線へ）

キャリアセンター
職員

低学年次からの
キャリア教育を

通じた
全体学生指導

キャリア教育科目
(１年次後期)

キャリア教育科目
(２年次前期)

キャリア教育科目
(２年次後期)

キャリア教育科目
(３年次前期)

正課・正課外
を通じた

学生個別の就職
・キャリア支援

キャリア教育サポート*
キャリア支援
(１年次向け)

正課外での
全体又は個別の
学生向け就職
・キャリア支援

キャリア支援
(２年次向け)

３年次直前就職支援
(２年次向け)

就職支援
(３年次向け)

就職支援
(４年次向け)

キャリア教育サポート*
キャリア支援
(２年次向け)

キャリア教育サポート*
キャリア支援
(３年次向け)

個別の就職支援
(４年次向け)

*2026年度より開始
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 タイパ・コスパ就活意識の高まり（新卒エージェント、生成AIやSNSの普及）。
 欲しい情報だけを求める（知っている情報は繰り返し聞きたくない）。
 相談前に希望する企業の選考が始まっている（気づいたらすでに支援遅し）。
 友人・知人の目が気になる（努力する姿を見られたくない）。
 先輩や兄姉など距離が近い相談相手で支援が足りている。
 そもそも（就活テクニック以外に）何を相談したらよいのかわからない。
 キャリアセンターの敷居が高い。
➡キャリアセンター離れが進み、学生との接点が弱まっている。
 先延ばしぐせ（何事も後回し傾向）がある学生群。
 売り手市場における、就職活動に対する学生の意識。
➡卒業後の進路を見据えた低学年からの計画的なキャリアプラン
の醸成が必要。

（３）三位一体のキャリア教育・就職支援①
三位一体のキャリア教育・支援に至る経緯・理由



ゼミ担当教員

キャリアセン
ター委員会

医務室
学生相談室

学生支援
（他部門）
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次のキャリア教育
（学生全体指導）に活かす

留学生の言葉や
在留資格変更の壁

日本と海外の
就職活動の進め方の違い

就職活動の
波に乗れない

新卒エージェント
とのトラブル

留学生の
日本人学生思考化

就活
ハラスメント

留学生にかかる専門知識我が国の政策

伴走型で進めるキャリア教育・支援
（必要に応じて学内の組織間・学外の専門組織との連携で学生を幅広くサポート）

全体・個別の
就職・キャリア支援を
部内でふりかえり、

事例を集約

次の就職・キャリア支援
（全体・個別）に活かす

（３）三位一体のキャリア教育・就職支援②
伴走型のキャリア教育・支援連携（循環型教育・支援）

学生の希望する進路の実現をサポート

企業の人手不足売り手市場 外国人材の受入れ拡大

循
環

キャリア教育（全体）
をふりかえり、
事例を集約

学内
組織

海外の新卒採用活動の動向企業側の採用動向

専門組織

専門家

就職支援
機関

学生支援の
学外研修

学外
組織

定例
ミーティング

学生対応
事例検討会

部内研修

授業
サポート

キャリア
センター

就職活動の早期化

就職・
キャリア支援
チームリフレクション
＆ブラッシュアップ

Plan Do

CheckAction

キャリア教育
チームリフレクション
＆ブラッシュアップ

Plan Do

CheckAction

必要に応じて連携 必要に応じて連携

多様な背景をもつ学生たち

教員×職員×カウンセラー
による

学生が抱える悩みや不安を知る

就職活動のルール

外国人就労の厳格化

学生に寄り添ってキャリア教育・支援を進めるために必要な知識を理解し、身につけることが重要

循
環

循
環

循
環

（相談例）

（例）
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キ
ャ
リ
ア
教
育

［必修科目］
■市民生活とキャリア形成
※社会科学系３学部対象

［選択必修科目］
■ジョブトレーニング Ⅰ,Ⅱ
※社会科学系３学部対象

■職業能力養成基礎（SPI対策）
※全学部対象

［選択科目］
■キャリア選択と自己実現
※全学部対象

ゼ
ミ
・
P
R
O
G

［必修科目］
■ゼミ（年間）
※全学部・学科対象

■PROG受験・結果説明会
※全学部・学科対象

［必修科目］
■ゼミ（年間）
※全学部・学科対象

■合同ゼミ（年1,2回）
※全学部・学科対象

［必修科目］
■ゼミ（年間）
※全学部・学科対象

■PROG受験・結果説明会
※全学部・学科対象

［必修科目］
■ゼミ（年間）
※全学部・学科対象

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援

■学生個別相談 ■合同業界・企業研究会
■学生個別相談

■キャリアガイダンス
■進路面談
■合同業界・企業研究会
■留学生就職活動ガイダンス
■集団模擬面接
■就活直前準備対策講座
■学生個別相談

■学生個別相談

PROGテストを参考にした独自の評価
項目を３年間で計５回活用している

⇩
ルーブリックを基にした自己評価、

他者評価を学生のキャリア選択に活かす

（３）三位一体のキャリア教育・就職支援③
主なキャリア教育・就職支援（具体的取り組み）



11（出典）株式会社リアセックHP「PROGテストについて」

（３）三位一体のキャリア教育・就職支援④
PROGテストの実施（学部１年次・３年次）

発表時に詳細を紹介する。
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単位数 ：１・２単位 対象学部 ：経済学部、経営学部、法学部
対象学年 ：２～４年生 実習期間 ：５～１０日間

【参加学生の感想】
経済学部・3年生
「私は今回の就業体験を通じて、グループワークにおける積極
的な発言の重要性と、意見をまとめて分かりやすく伝える難し
さを学びました。この経験を通じて、自らの課題を明確にでき
たこと自体が大きな収穫だと感じています。今後は学んだこと
を大学での研究活動やゼミでの発表に活かし、主体的に行動
する力と伝える力を磨いていきたいです。」

【授業の特徴】
・学生は企業の選択や、書類の提出のため、キャリアセンターに複数回訪問する必要がある。
・キャリアセンターの職員にも授業の状況を共有し、学生指導のサポートをお願いしている。
・社会人に必要な能力（コンピテンシー）を自己評価だけでなく、体験先からも評価してもらう
ことで、学生自身の成長や課題について客観的に理解できる取り組みを実施している。

年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

人数
（名）

460 342 401 483 479 392 442

（３）三位一体のキャリア教育・就職支援⑤
キャリア教育（ジョブトレーニングⅠ・Ⅱ）

発表時に詳細を紹介する。



「キャリア選択と自己実現」（3年次開講の選択科目）
就職（日本国内）を希望する学生に対し、就職活動で必要な
「企業研究」「自己理解」「選考対策」を授業内で実施。

【キャリアカウンセラー・キャリアセンター職員との連携】
 キャリアカウンセラーに授業内で行う模擬面接の特別講師などを依頼。
 学部3年次必須の「進路面談」の方法などについて授業内で指導。
 授業内でキャリアカウンセラーの紹介を行うことで、学生にとって身近な
存在であることをアピールしている。

 授業内で解説を行ったPROGテスト（ルーブリック）を学生が面談に持参
それを基にして作成した履歴書を、授業で繋がりを持ったキャリアカウン
セラーに個別面談で添削してもらう流れを構築。

 学内合同業界・企業研究会に参加したレポートを授業内で提出することに
よる学生の参加促進。 13

（３）三位一体のキャリア教育・就職支援⑥
キャリア教育（キャリア選択と自己実現）
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支える取り組み  主な内容

【定期】
キャリアセンター
ミーティング

 キャリア教育科目の担当教員・キャリアセンターの職員・キャリア
カウンセラーによる月２回の合同定例ミーティングを実施。

 常に共通認識・共通理解をもって取り組むため、業務の進捗状況等
の共有に留まらず、正課教育・正課外支援にかかる意見交換を実施。

【定期】
学生対応事例検討会

 キャリアカウンセラーを中心に、多様な背景をもつ学生の対応事例
を発表しあい、各自の個別面談に活かす検討会を月１回定例実施。

 学生たちの状況や対応事例を共有しあうことで、今後のキャリア教
育や就職・キャリア支援に活かす機会にも。

【不定期】
キャリアセンター
部内研修

 近年の新卒市場の学生側・企業側の動向や、外国人政策の厳格化、
転職市場の動きなど、学生の就職・キャリア支援にかかる
最新情報の共有や教職員、カウンセラーの知見を深める研修。

 学生支援に取り組む個々の教職員、カウンセラーのリフレクション
や教育・支援に対する考え方をブラッシュアップする機会にも。

（３）三位一体のキャリア教育・就職支援⑦
三位一体のキャリア教育・支援を支える取り組み
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コンピテンシー N 平均値 標準偏差 標
1年次　親和力 258 3.721 1.894
3年次　親和力 258 3.609 1.918
1年次　協働力 258 3.45 1.762
3年次　協働力 258 3.453 1.791
1年次　統率力 258 3.109 1.743
3年次　統率力 258 3.36 1.77
1年次　課題発見力 258 3.446 1.717
3年次　課題発見力 258 3.244 1.617
1年次　計画立案力 258 3.527 1.632
3年次　計画立案力 258 3.341 1.648
1年次　実践力 258 3.508 1.429
3年次　実践力 258 3.717 1.437
1年次　感情制御力 258 3.391 1.733
3年次　感情制御力 258 3.496 1.637
1年次　自信創出力 258 3.101 1.496
3年次　自信創出力 258 3.322 1.603
1年次　行動持続力 258 3.446 1.655
3年次　行動持続力 258 3.492 1.681

コンピテンシー t df p d
 親和力 -1.17 257 0.879 -0.073
  協働力 0.038 257 0.485 0.002
  統率力 2.692 257 0.004* 0.168

  課題発見力 -1.927 257 0.972 -0.12
  計画立案力 -1.708 257 0.956 -0.106

  実践力 2.156 257 0.016* 0.134
  感情制御力 1.08 257 0.14 0.067
  自信創出力 2.365 257 0.009* 0.147
  行動持続力 0.45 257 0.326 0.028

対象者：2022年度入学者の内、1年次、2年次のキャリア教育
プログラムに参加した学生258名
（※1年次、3年次にPROGテストを受検した学生に限定している）

対象能力：PROGテスト コンピテンシー9項目（7段階評価）

分析方法：t検定を実施。優位水準は0.05（5)とする

2025年10月 ルーブリックを活用したキャリア教育の実践-1年次、3年次のPROGテストの結果に着目して- ,日本キャリア教育学会第47回研究大会

（４）学習成果・教育成果の可視化①
１年次、３年次のPROG結果

発表時に詳細を紹介する。
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コンピテンシー t df p d
親和力 7.95 323 < .001 0.442
協働力 7.377 324 < .001 0.409
統率力 8.917 323 < .001 0.495

感情制御力 8.384 324 < .001 0.465
自信創出力 9.393 323 < .001 0.522
行動持続力 8.184 323 < .001 0.455
課題発見力 7.85 323 < .001 0.436
計画立案力 7.609 324 < .001 0.422

実践力 9.275 324 < .001 0.514

【対 象 者 】2022年度入学者の内、1年次、2年次のキャリア教育プログラム
に参加した学生325名

【対象能力】PROGテストを参照したコンピテンシーの９項目（５段階評価）
【分析方法】t検定を実施。優位水準は0.05（5)とする

≪１年次、３年次PROGの結果≫
就業体験に参加した学生は、「統率力」「実
践力」「自信創出力」について、伸長の傾向
が見られた。

≪参加前、参加後の自己評価シートの結果≫
実習前、実習後の結果はコンピテンシー９項
目全てにおいて、優位差が見られ、一定程度
の効果量が確認された。

（４）学習成果・教育成果の可視化②
２年次実習参加前、参加後の自己評価シートの結果

発表時に詳細を紹介する。
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注）本学平均は各年度５月１日現在、全国平均、愛知県内大学平均は各年度４月１日現在の数値
（出典）厚生労働省,「大学等卒業者の就職状況調査」より、 愛知県,「県内大学・短大生の就職内定率」より

注）全国①は「日本国内就職」「出身国（地域）就職」「日本･出身国（地域）以外就職」の合計
全国②は「日本国内就職」のみの数値

（出典）日本学生支援機構,「外国人留学生進路状況・学位授与状況調査」より

2022 2023 2024 2025

本学 98.9% 99.0% 99.8% 100.0%

愛知県内（大学） 96.9% 96.9% 97.3% 97.5%

全国（大学） 97.3% 98.1% 98.0% 98.0%

95.0%

96.0%

97.0%

98.0%

99.0%

100.0%

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

本学（留学生） 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全国（学部留学生）① 49.0% 39.7% 40.5% 45.0% 45.8%

全国（学部留学生）② 42.0% 32.4% 32.7% 37.6% 39.6%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

（４）学習成果・教育成果の可視化③
就職内定率（本学と全国及び愛知県内大学との比較）
全体 留学生

【本学平均】99.4%

【全国平均】97.9%

【愛知県内大学平均】
97.2%

【本学平均】100%

【全国平均】
➀44.0%
②36.9%

ー

ー ー

ー

発表時に詳細を紹介する。
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（４）学習成果・教育成果の可視化④
就職支援イベントや個別相談の利用状況等

３年前（2022実績）と比較すると、
2025年度の学内開催の就職支援イベントの参加学生数
が約２倍に増加。
キャリアセンターへの学生の個別相談件数（予約件数）
は、約1,000件増加。
学生の実就職率も微増（+2.9％）。
➡三位一体のきめ細かなキャリア教育・支援の
効果が徐々に学生たちに出始めている。

発表時に詳細を紹介する。
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（５）今後の教育・支援のさらなる充実に向けて➀
１年次授業からの公務員キャリアカウンセラーとの連携
近年、本学では公務員志望者
数が増加傾向。

学内で開講されている公務員
対策のカリキュラムを効果的
に受講できるよう促す。

公務員の幅広い仕事の内容や、
やりがいなどについて公務員
担当のキャリアカウンセラー
より説明。

低学年次の早い段階から、計
画的に公務員試験の受験準備
を進められるように案内。

32

44 44

59

0

10

20

30

40

50

60

2022 2023 2024 2025
公務員試験合格者 公安職 行政職 保育士,幼稚園,小学校教諭 その他専門職

本学の公務員試験合格者数の推移

発表時に詳細を
紹介する。
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（５）今後の教育・支援のさらなる充実に向けて②
１年次授業からの外国人留学生向け就職・キャリア支援

留学生を日本人学生（新規大卒
者）と同等以上の就職条件で、
日本（国内）就職に導くため、
１年次から留学生に特化した
キャリア教育を実施。

10年連続で留学生就職率100%
を継続しているが「実就職率」
は３年連続で減少傾向。

日本（国内）での就職希望者に
対して低学年次の早い段階から、
準備を進められる体制づくり。

69.2%

83.3% 82.3%

69.6%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

2022 2023 2024 2025

外国人留学生の実就職率

発表時に詳細を
紹介する。
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（５）今後の教育・支援のさらなる充実に向けて③
ジョブトレーニング評価票返却からのキャリア支援へ

ジョブトレーニング（実習）に参加した学生は評価票
による実習先評価を受ける。その返却時（フィード
バックの機会）にキャリアカウンセラーによる個別面
談を実施し、実習を通した振り返りを行う。

➡２年次の夏休み明けから、キャリア教育を通して
社会で働く体験をした学生とキャリアカウンセラー
が繋がり持つことにより、就職活動が本格化する
３年次以降への継続的な支援へと繋げる。
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（５）今後の教育・支援のさらなる充実に向けて④
高い就職意識を持つ学生への早い段階からの教育・支援
公務員、留学生以外にも、
早い段階から就職活動の準備
を進めたい上位層の学生

コロナ禍など突発的な事態を
想定して余裕をもって活動し
たい学生

就職活動と並行して卒業まで
にさらに知識やスキルを身に
つけたい学生

➡そうした学生たちへの低学
年次からの教育・支援体制
を構築する。

2026年度　キャリア教育及び就職・キャリア支援（早期民間企業希望者向け） 作成：キャリアセンター

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

↑インターンシップの説明 ↑就職活動の説明

↑民間企業クラス ↑日本企業・団体等

　でのインターンシップ

新規

新規 履修登録後、日程調整

履修登録後、日程調整 2026/8/4，8/5（60社）

2027/2/3,2/4（40社）

未定

随時

随時

※1 言語、非言語、「職業能力養成基礎」はSPI-3の能力試験、特に非言語中心の対策の内容。　　※２　社会科学、人文科学、自然科学（一般知識、過去問題特訓）　※３　数的推理、判断推理、空間把握、資料解釈、文章理解

正
課
外
活
動

就
職
・
キ
ャ

リ
ア
支
援

進路面談
(9-12月)

集団面接・GD
(5-6月)

冊子のミカタ
ガイダンス(12・1月)

業界・企業研究会
(8月)

業界・企業研究会
(1月)

在学生
オリエンテーション(3月)

就職相談・支援（個別）

資
格
等

免許・資格・検定の取得・合格（例：自動車免許、MOSなど）

ジョブトレーニングⅠ・Ⅱ
(必修)

キャリア選択と
自己実現

実習参加者

職業能力養成基礎
※1

（SPI 対策）

ジョブトレーニング
フィードバック(9-12月)

公務員・就職試験※2

基礎力養成Ⅰ(SPI含）
公務員・就職試験※2

基礎力養成Ⅲ(SPI含）
公務員・就職試験

※3

対策Ⅰ(SPI含）
公務員・就職試験

※2

対策Ⅱ(SPI含）

公務員・就職試験※3

基礎力養成Ⅱ(SPI含）
公務員・就職試験※3

基礎力養成Ⅳ(SPI含）

2年次合同ゼミ
(前期：4月)

2年次合同ゼミ
(後期：12月)

PROG受験

基
礎
力
養
成

基礎力養成Ｉ
※１

基礎力養成Ⅱ
※１

区分

１年

ゼ
ミ

PROG受験

キ
ャ

リ
ア
教
育

市民生活と
キャリア形成(必修)

４年

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

２年 ３年

発表時に詳細を
紹介する。
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 新卒（大卒）採用の売り手市場化、就職活動の早期化が続く一方、
新卒採用について「減少」見通しの企業が微増。

 外国人材の受入れ拡大が進む一方、在留資格の厳格化や更新費用
の高騰などにより、日本就職を躊躇する留学生の声も。

 VUCA時代、学生たちが大卒者（新卒者）として日本社会で働く
メリットや意識づけ、他者任せにしない進路・キャリア選択、
受け身姿勢ではなく、自ら積極的に学びを深め、希望する進路を
自ら掴むことが重要。

 伴走型で学生に寄り添った教育・支援を提供するため、教員、
職員、カウンセラーの三位一体のさらなる連携強化、学生に必要
な最新情報や本学ならでは学生事例を収集し、共通認識・理解で
教育・支援を提供できるよう、リフレクション及びブラッシュ
アップで循環し続ける組織を目指す。

（6）おわりに
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ご清聴ありがとうございました。
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 文部科学省中央教育審議会（2018）,「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」, 
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